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課 題 名 し か ざ し造 林法 一一 人 穂 を使 用 す る一 ―

開

　
期

発

　

間

開始年度  51 年度     調査年度  51 年度

終了 (見込)年度     年度

翔 発 担 当 者

所 属 氏 名

所 属 職 名 氏 名

菊 池 営 林 署 調 査 係 長 甲 斐 明

報
費経

当 年 度  657

累 計

開 発 日 的

常緑施業の推進と労力不足に対応するために ,ス ギの大穂を使用して ,樹 下と伐跡地に

しかざし造林を行ない育苗 ,地ごしらえ ,下 Nll作業の省力をはかる。

開 発 計 画

試 験 地
人工林樹下じかざし造林

供 試 材 料

除伐対象林分 (8～ 12年生
160"を 採取使用
試 験 内 容

穂作 り別   (2)挿 付月別
調 査 項 目

各種功程調査  (2)活 着率 ,

Ｃ

　

Ｏ

0)伐 跡しかさし造林

)か い,発根良好な品種を選び柏端部から

(3)1雫 付方法別

成長量 ,根系調査  0)そ の他

営林局における開

発結果の評価およ

び普及計画の概要

活着について検討した段階で ,こ の外いろいろ検討課題を残してかり
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実 施 経 過

1. 試 験 地 設 定

皆伐地 じかざし (50年 度皆伐跡 )

人工林樹下じかざし (26年生スギ人工林を択伐,相対照度 20%確保 )

容

採  穂―一一 林齢 8～ 12年 生スギ造林地か b二又木及び N除伐対象木の芯を

120～ 160“ に採穂。

穂 作 リーーー普通穂 (無剪定 )と 技抜穂 (50%枝 抜き )長さ 110～ 150

は

　

９

内

ll)

12)

6)

に調整

さじ付け一―一 普通ざしと水さし (注水する )法で 3.4.5.6.の 各月実施

調   査

月別に活着″]査 ,気象 (気温 ,雨 量 )の 調査実施  _

開 発 結 果

皆伐地しかざしと人工林樹下じかざしを総平均すると,健全率は皆伐地しかざしが

樹下直ざしに比較して ,非常に良い結果を得た。林内が悪いのは ,受光量 ,地屁 ,水

分等の諸因子によるものoと 考える。

林外の月別試験結果から6月 が最も良く,次いで 5月 ,4月 となった。これは,降

水量 と関係づけlrl出 来なかったが ,地温 ,気温が発根条件に適した 17～ 20。 C前後

に平均に維推されたことが主因と考える。

総合すると地温が 20° 0前後に安定する時期に充実した健全な穂木を選び ,葉量を

調整し,適 1也 を選んで水さし,粘土さして実″」すれば 90%以上の活着は可能と考える。

活着率 ,tll全 率 と降水■,気温 ,地温 ,相対照度の関連については 52年度におい

ても追究する。

現時点では評価で きない。
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